
「サダコ」・虹基金をご支援下さる皆様へ　

～夜川けんたろう～　

「サダコ ] ･虹基金の創設者、大倉記代さんが 6月 23日に東京都清瀬市の東京病院

で亡くなられました。

亡くなられてからの 2ヶ月あまり、私は虹基金の代表として大倉さんに関わる多

くの方々にお会いする機会を得ました。

お会いしたどの方も、大倉さんの生前の印象を「自分にも人にも厳しい」「ちょっ

とこわい人」「凛とした綺麗な人」など、皆ある種の緊張感を持って接して来られ

たようです。

大倉さんは生きることに誠実。人にも自分にも、そして目の前の小さな事にも惰性

で動かないような凛とした生き方を実践してこられました。

自分にも人にもというところから、その物言いは時に厳しく映った事と思います。

厳しい人は、真っ直ぐ物事に対峙し行動します。そして、歯に衣を着せぬ言葉で小

さな事の大切さを教えてくれるのです。本当の優しさをもった方だったと思います。

そんな大倉さんが遺した「サダコ」・虹基金。

自身の著書を切っかけとして創設した小さな思いやりは、同じたくさんの人の思い
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[ サダコ ] ･虹基金の創設者、
大倉記代さんが6月 23日に亡くなられました。

心よりご冥福をお祈り申し上げます。



を、遠く離れた現代の「サダコ（戦争被害で被曝した子供たち）」に確実に届けてきました。

大倉さんが亡くなられた後、この基金を自分が運営していく事ができるだろうか？

といつも自分に問いかけています。それでも、これからも大倉さんのご友人や志を

同じくする方たちの言葉を常に思い出し、大倉さんの生きてきた姿勢を見習いなが

らこの基金を続けて行こうと思います。

これからも、大倉さんの思いを少しでも実現して行ける様に ｢サダコ」・虹基金を

運営して行こうと心新たに思っておりますので、今後とも皆様のご支援をよろしく

お願いします。

最後に、大倉記代さんのご冥福を心よりお祈りします。  

　夜川けんたろう（「サダコ」・虹基金代表）

大倉記代さんに寄せられた追悼文を紹介します。

大倉記代さまへ
きよさん、今シアトルから実家佐世保に帰ってきて４日目、きよさんにお会いでき
るのを楽しみにしていた折りの突然の悲報に悲しさいっぱいですが、
よくここまで生きてくださったその大きな愛を、感じられずにはいられません。
本当に感謝の気持ちでいっぱいです。
これからの私の使命はサダコの想い出の本を翻訳し、きよさんの平和に対する熱い
思いを、多くの世界中の子供達に伝え続けることです。きよさんの残してくれた本
は、命の尊さを子供達に自然な形で教えてくれる優しい本だと信じています。
本を通して、短い青春時代を２人の少女が原爆という悲惨な経験を通して出会いそ
して助け合い友情を育んだきよさんという一人の少女がこの世に存在した
その小さい波紋が、少しづつでも世界に広がることを祈り、一心に翻訳に心がけた
いと思っております。
痛みのない天国で安らかに……
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いつか私もきよさんと天国で再会するまで、きよさんのお友達と一緒にこの世界で、
平和のメッセージを送りつづけたいと思っています。
ありがとう、きよさん。　　　　　　　　　　　　　　　　２００８年６月２４日

　パンピアン一瀬美智子
（美智子パンピアンさんはシアトルで長年にわたってサダコを通した平和活動を続け、世界一大きな折鶴作りを企

画実行したり、シアトルの公園にあるサダコ像の修復に力をつくされた方です。大倉さんとも親交がありました。）

大倉記代さんのこと

05 年 10 月、出版されたばかりの『想い出のサダコ』の紹介を JIM-NET と CADU-

JP( 劣化ウラン廃絶キャンペーン ) のサイトに書かせていただきました。その文章を

ご覧になった、「サダコ」・虹基金の発起人の一人でありよも出版の共同代表でもあっ

た故守屋敦子さんが、拙文を「大倉さんの意図をよく書いてくれた」とほめてくだ

さり、ご褒美にご自身の著書『Do You Know SADAKO?』をくださったのでした。

その後、大倉さんがお亡くなりになるまでの 2 年半ほどの間、「サダコ」・虹基金の

ポストカード、シールの作成のお手伝いをすることになり、何度か大倉さんとメー

ルや電話でやり取りをすることになったのですが、そういう実務的なやり取りの言

葉の端々からも、大倉さんの穏やかなお人柄、そして平和への強い意志が感じられ

るのでした。これは『想い出のサダコ』を初めて読んだときに感じたものとまった

く同じでした。

私は『想い出のサダコ』を、「その「死」の側から語られることの多かったサダコを、

輝かしい「生」の部分から語ることで、ともすればくじけそうになる私たちの平和

への思いを優しく柔らかに奮い立たせてくれる」と紹介させていただいたのですが、

これはまさに大倉さんのお人柄と平和への意志そのものだったのです。

もはや確かめようもないのですが、ひとつだけ大倉さんに尋ねておきたかったこと

があります。「大倉さん、私が書いた『想い出のサダコ』の紹介文は読んでくださっ

ていたのでしょうか ? 大倉さんからはいつも背中を押していただいているように感

じていました。大倉さんの意志をしっかりと受け継いでいきたいと思います。あり

がとうございました。」

熊谷宏（JIM-NET 事務局）

（JIM-NET 事務局で生前の大倉さんの虹つうしん作りや、ＨＰでの虹つうしんの紹介などをサポー

トしてこられました。今も JIM-NET のホームページで虹つうしんを紹介してくれています。）
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大倉記代さんのこと

  私は、1999 年から 3年間パレスチナにいて、毎年 8月６～９日は広島長崎の原爆

をパレスチナの子どもたちと一緒に考え、戦争のない社会をどうやったら築けるのか

模索していました。

　広島原爆記念資料館からもらって持って行ったポスターの中にサダコのことが書か

れていたのが一枚あり、そこには病院の前で写した佐々木禎子さんと大倉記代さんの

写真がありました。またパレスチナの日本大使館は、アラビア語字幕の「千羽鶴」を

所有していたので、フィルムを貸してもらって上映しました。パレスチナの悪がきを

そのとき招待したのです。施設の子どもでした。親を何かの理由で殺してしまった子

どももいました。皆やってくるなり、タバコをすうわで、とてもお行儀の悪い子ども

たちでした。映画が始まるとじっとしていられないのか、もぞもぞと動きだしてしま

います。よくみるとこどもたちは映画に感動して泣き伏していたのでした。

　この映画の中に記代さんの役が登場します。ですから、日本で初めて記代さんにお

会いしたときは、とても感動しました。

 イラク戦争が始まろうとしているとき、私はサダコを平和のシンボルだと思い、映

画「千羽鶴」を携えてイラクに行きました。そこで、サダコの話をして、核兵器の恐

ろしさを訴えたのです。イラクの子どもたちは、核兵器など要らないと言い、日本が

アメリカのようにならないで欲しいと訴えてきました。そのとき子どもたちが描いて

くれた絵を日本に持ち帰って展示したとき、大倉さんが駆けつけてくれました。それ

以来、イラク支援を叱咤激励しあいながら続けてきたのです。

 　2005 年、ニューヨークに行ったときにも、セントラルパークでの展示に駆けつけ

てくれました。でも、そのときから、調子がわるかったようです。

　2007 年、イブラヒムがバスラからやってきました。イブラヒムはＪＩＭ－ＮＥＴ

の現地スタッフをしています。大倉さんは体調が悪いといいながらもわざわざイブラ

ヒムに会いに来てくれたのです。そして、サダコが折った鶴を、小さな薬ビンに入れ

てイブラヒムに持たせました。イブラヒムは広島の原爆資料館をその前に訪問し、サ

ダコの折った鶴を見ていたので、非常に感動していました。そして、大倉さんは、そ

のとき、「佐藤さんにもいつか差し上げます」と約束してくれました。もちろん、早

く欲しかったのですが、その日は、来ないほうがよかったのです。
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　今年の 2月、私がイラクに出かける直前、大倉さんから会いたいと電話をいた

だきました。私は、非常に緊張しながら大倉さんのいらっしゃる保谷の駅に行きま

した。

2 月 21日　日記より

 ＪＩＭ－ＮＥＴの親分は「がんばらない」という。

僕は、「がんばらない」というのは、どうも苦手かもしれない。つい「がんばりましょう」といっ

てしまうしどうしてもがんばりたいと思う。

今日は大倉さんにあった。

具合が悪いといっていたので、ものすごく心配していた。

僕は、あさってからアンマンに行くのだが帰ってきたらどうなっているかわからないという。

渡したいものがあるとうので、ああ、やっぱり、サダコの本物の折鶴を持ってきてくれたんだ。

早く欲しかったけど、これをもらうときは最後のお別れかもしれないから、なんだかとって

もつらかった。顔色がよさそうに見えた。末期がんの人、特有の澄んだ笑顔。毒々しいもの

が消えている。

それでも「死は怖い」という。「がんばるのはつらい」って言ってた。

がんばらないっていうのはこういうときに使う言葉なんだ。

それでも大倉さんはゲバラの話をしてくれた。

「コロンビアに居るときにだって、ゲバラは、メーデーの日に、世界の労働者が連帯してい

ることに思いをはせてた」そしてブレヒトの話もしてくれた。

でも、僕には、もう、一杯で入ってこなかった。

「ヨルダンにも連れて行って欲しかったわ」

「イラクにいきましょうよ。そのうち連れていきますから」

ただ、笑っていた。

大倉さんはもう墓も準備している。大島にあるお墓には、木を植えることが出来るって。

植樹葬というのがあるらしい。

友人に墓参りに来てくださいって言ってあるそうだ。

わたしは、自分も行きますよ！とは言えずにただ話を聞いていた。不思議な時間が流れた。

佐藤 真紀 (JIM-NET 事務局長）

JIM-NET　http://jim-net.net
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「想い出のサダコ」を通して歩き出す大倉記代の「サダコ」

　み╊◇亶痴硅Юﾍﾘ矚┪ﾙﾍ出┈鎖翁┲矚┪怫ヅ

ﾚ十ガΧ┎′【╊ﾛﾍΧ暴ﾍ訪眉み╊れ冨σぉ楕

ﾍ9男 7属ﾎ8属ﾍﾍ増ﾍ求戟轄蛋遏痲擧瘍せろほ

東京芸術座の女優滝沢ロコさんが、ロコ企画 2008 年夏の演目として『想い出のサ

ダコ』（大倉記代著　夜川けんたろう絵）を取り上げられました。7日 11 時から

の舞台を見ることができましたのでご報告します。（Ｓ．Ｙ）

図書館の地下のこじんまりしたホール。舞台には二つの椅子が置かれ、その間に大

倉さんが最後の病床で折られた折鶴が飾られました。

滝沢ロコさんと浅利倫映さんが交互に章を追って語り、その背景に挿絵が大きく映

し出されました。音楽が流れ、語りなのにまるで劇を見ているようなそんな雰囲気

が感じられる舞台でした。最後にロコさん作詞作曲のサダコの歌がご本人によって

歌われ、サダコちゃんと大倉さんにかけられた思いの深さが伝わってきました。

人の心から心へ伝える「語り」はこの日、小さな子から若者、そして年配の方々の

心へとしっかり伝わったようです。終演後、アンケートに熱心にペンを走らせてい

る人々の姿がそれを証明していました。

アンケートより
☆しんみりと心を打たれるお話で、感激しました。ありがとうございました。（67

歳男性）

☆立ち止まって考えることがたくさんあるんだなと気付かされました。毎日繰り返

しの日々を送って、人は誰でも出来るはずなのに。戦争や白血病だけじゃなく、本

当にいろんなことに気づいた時間でした。（29歳男性）

☆サダコの生きようとすることがすごいなあと思いました。希望を持って病気と

闘ったサダコを見習いたいと思います。（12歳女性）

☆語っている人の姿が消えて、声と言葉を通してこの文を書かれた方の思い、語り

手の思いやイメージが流れ込んでくるようでした。人間一人一人の（いのちの）重

さは誰しも心の奥ではわかっていることなのに、いまだに核も戦争もなくならない

ことに無念さを感じずにはいられません。私も私にできる手段で考え続け、何か行
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動していきたいと思います。（21歳女性）

☆二人が出会って楽しく過ごした日々が映像を見るように伝わってきて、なんとも

いえない悲しみが胸に突き刺さりました。心が伝わる素晴らしい朗読でした。今日

感じたことを私自身、周りの人に伝えていきたいです。（32歳女性）

「サダコ」・虹基金参加行事

7 月 3日 4日　「被爆者の声をうけつぐ映画祭」明大リバティーホール、全電通労働会館　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主催：被爆者の声をうけつぐ映画祭実行委員会

7 月 21 日「禎子と千羽鶴」北沢タウンホール　主催ピースアクション 2008

8 月 23 日「映画上映会と大倉記代さんを偲ぶ会」　東京文化会館会議室　主催：下町人間の会

8 月 28 日「夕凪の街、桜の国上映会」調布市文化会館たづくり くすのきホール主催：上映実行委員会

『サダコへ そしてイラクの子どもたちへ』
■日時：10月 25日 ( 土 ) 午後 2時～ 4時　　＊原爆の子の像「佐々木禎子」の命日

■会場：立教大学池袋キャンパス 8号館

■主催：劣化ウラン廃絶キャンペーン、日本イラク医療支援ネットワーク、「サダコ」・虹基金

『想い出のサダコ』の朗読劇 ( 約 40分 )　 出演：滝沢ロコ

「内部被曝とイラクの子どもたちの健康被害について」のお話 ( 約 60分 )　

対談：肥田舜太郎（医師） 鎌仲ひとみ（映画監督）（「ヒバクシャ・世界の終りに」）

『（予定）「千羽鶴」上映会と鎌田實医師講演会』
■日時：2009 年 2月 22日 ( 日 )　午後 ( 時間未定 )

■会場：カタログハウスセミナーホール（変更の場合があります。）

■主催：劣化ウラン廃絶キャンペーン、日本イラク医療支援ネットワーク、「サダコ」・虹基金

映画「千羽鶴」上映会（約 70分）

講演：鎌田實（医師）
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2008 年･第二期（5月～ 8月）の募金額
2008 年第二期は 73,300 円でした。ご支援ありがとうございます。

振り込まれた金額は全額寄付金として JIM－ NET に贈りました。

　あとがき
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小さな力も集まると大きな力になります。

これからもどうぞよろしくお願いいたします。

【虫プロダクション】アニメ『つるにのって』　【よも出版】

『想い出のサダコ』の定価の 2割が虹基金に入ります。　

（ご希望の方は「サダコ」・虹基金までご連絡下さい。）

募金ご協力のお願い

映画「千羽鶴」ＤＶＤ化へ準備中！
『想い出のサダコ』の大倉記代さんも「かよ」という役名ででている名作「千羽鶴」。

級友の原爆症による死を真っ直ぐに捉え、原爆の子の像を作ろうと動き出した子供

たちの自主性を讃え、それを優しくサポートする先生たち。平和の意味と大切さを

身近に感じさせる物語。

実在の佐々木禎子と彼女の像を広島平和記念公園に建立した子供たちの姿を

活き活きと描く傑作。　（木村荘十二監督　共同映画社）

「サダコ」・虹基金ニュース

『想い出のサダコ』

よ も 出 版 刊 2005 年

発 行　 価 格 1,200 円

（1,200 円送料込み）
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■DVD『つるにのって』4,200 円（送料込）

■絵本『想い出のサダコ』1,200 円（送料込）
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